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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 充 填 部 材 内 蔵 の 枕 本 体 と 、
前 記 枕 本 体 の 下 面 全 面 又 は 一 部 に 設 け ら れ た 第 ２ の 充 填 部 材 内 蔵 の 柱 ユ ニ ッ ト と
を 具 備 し 、
前 記 枕 本 体 は 、 後 頭 支 持 領 域 、 該 後 頭 支 持 領 域 の 前 方 側 に 隣 接 す る 頸 支 持 領 域 、 並 び に 前  
記 後 頭 支 持 領 域 及 び 前 記 頸 支 持 領 域 に 隣 接 す る 第 １ 、 第 ２ の 側 頭 支 持 領 域 を 有 し 、
前 記 枕 本 体 の 前 記 第 １ 、 第 ２ の 側 頭 支 持 領 域 の 少 な く と も 前 方 側 領 域 は 前 記 柱 ユ ニ ッ ト よ  
り 前 方 側 へ 突 出 し て い る 枕 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 柱 ユ ニ ッ ト は １ つ で あ り 、
前 記 枕 本 体 の 少 な く と も 前 記 第 １ 、 第 ２ の 側 頭 支 持 領 域 の 厚 さ を 前 記 後 頭 支 持 領 域 の 厚 さ  
よ り 大 き く し た 請 求 項 １ に 記 載 の 枕 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 柱 ユ ニ ッ ト は 複 数 で あ り 、
前 記 枕 本 体 の 少 な く と も 前 記 各 第 １ 、 第 ２ の 側 頭 支 持 領 域 の 下 面 に 前 記 柱 ユ ニ ッ ト の １ つ  
を 設 け た 請 求 項 １ に 記 載 の 枕 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 柱 ユ ニ ッ ト の １ つ は 前 記 枕 本 体 の 前 記 頸 支 持 領 域 の 下 面 の 一 部 に も 延 在 す る 請 求 項 ３  
に 記 載 の 枕 。

請求項の数　12　（全9頁）
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【 請 求 項 ５ 】
前 記 枕 本 体 の 第 １ の 充 填 部 材 と 前 記 柱 ユ ニ ッ ト の 第 ２ の 充 填 部 材 と は 相 異 な ら せ た 請 求 項  
１ に 記 載 の 枕 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 枕 本 体 及 び 前 記 柱 ユ ニ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ 、
フ ァ ス ナ 付 の 袋 状 収 納 室 と 、
前 記 袋 状 収 納 室 に 格 納 さ れ る た め の 充 填 部 材 を 予 め 収 容 し た 充 填 部 材 収 容 袋 と
を 具 備 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 枕 。
【 請 求 項 ７ 】
枕 本 体 と 、 前 記 枕 本 体 の 下 面 の 一 部 に 設 け ら れ た 柱 ユ ニ ッ ト と を 充 填 部 材 を 導 入 し て 一 体  
的 に 縫 製 し た 枕 で あ っ て 、
前 記 枕 本 体 は 、 後 頭 支 持 領 域 、 該 後 頭 支 持 領 域 の 前 方 側 に 隣 接 す る 頸 支 持 領 域 、 並 び に 前  
記 後 頭 支 持 領 域 及 び 前 記 頸 支 持 領 域 に 隣 接 す る 第 １ 、 第 ２ の 側 頭 支 持 領 域 を 有 し 、
前 記 枕 本 体 の 前 記 第 １ 、 第 ２ の 側 頭 支 持 領 域 の 少 な く と も 前 方 側 領 域 は 前 記 柱 ユ ニ ッ ト よ  
り 前 方 側 へ 突 出 し て い る 枕 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 枕 本 体 と 前 記 柱 ユ ニ ッ ト と の 間 に 仕 切 を 設 け た 請 求 項 ７ に 記 載 の 枕 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 枕 本 体 の 充 填 部 材 と 前 記 柱 ユ ニ ッ ト の 充 填 部 材 と を 相 異 な ら せ た 請 求 項 ７ に 記 載 の 枕 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 柱 ユ ニ ッ ト は １ つ 又 は 複 数 で あ る 請 求 項 ７ に 記 載 の 枕 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 枕 本 体 は 上 面 視 で 矩 形 で あ る 請 求 項 １ 又 は ７ に 記 載 の 枕 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 枕 本 体 は 上 面 視 で 前 方 側 に 凹 状 に 屈 曲 し て い る 請 求 項 １ 又 は ７ に 記 載 の 枕 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 被 験 者 の 頭 頸 部 を 安 定 的 に 支 持 す る た め の 枕 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
図 ６ は 従 来 の 枕 を 示 し 、 （ Ａ ） は 上 面 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ に お い て は 、 充 填 部 材 内 蔵 の 枕 １ ０ ０ は 、 中 央 に 位 置 す る 凹 状 後 頭 支 持 領 域 １ ０ １ 、  
後 頭 支 持 領 域 １ ０ １ の 前 方 側 に 位 置 す る 凸 状 頸 支 持 領 域 １ ０ ２ 、 並 び に 後 頭 支 持 領 域 １ ０  
１ 及 び 凸 状 頸 支 持 領 域 １ ０ ２ の 側 方 側 に 位 置 す る 凸 状 側 頭 支 持 領 域 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ よ り な  
る 。 後 頭 支 持 領 域 １ ０ １ の 中 央 の 縫 合 箇 所 Ｘ で 縫 合 す る こ と に よ り 後 頭 支 持 領 域 １ ０ １ の  
中 央 部 が 薄 く な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 凹 状 後 頭 支 持 領 域 １ ０ １ 及 び 凸 状 頸 支 持 領 域 １ ０  
２ は 図 ７ の 仰 臥 状 態 の 被 験 者 ２ ０ ０ の 後 頭 部 ２ ０ １ 及 び 頸 部 ２ ０ ２ の Ｓ 字 状 稜 線 曲 線 ２ ０  
３ に フ ィ ッ ト し 易 く な る 。 他 方 、 側 頭 支 持 領 域 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ は 凸 状 と な っ て お り 、 つ ま  
り 、 側 頭 支 持 領 域 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ は 後 頭 支 持 領 域 １ ０ １ よ り 高 く な っ て い る の で 、 被 験 者  
の 後 頭 部 ２ ０ １ は 横 臥 状 態 で 移 動 し に く く な っ て い る 。 尚 、 図 ７ に お い て 、 ３ ０ ０ は マ ッ  
ト レ ス 、 Ｆ は 充 填 部 材 、 Ｈ ｈ は 後 頭 部 高 さ 、 Ｈ ｎ は 頸 部 高 さ 、 Δ Ｈ は 差 Ｈ ｎ － Ｈ ｈ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ６ の 従 来 の 枕 １ ０ ０ を 構 成 す る た め に 、 枕 中 央 の 縫 合 箇 所 Ｘ で 後 頭 支 持 領 域 １ ０ １ を 縫  
合 す る こ と に よ り 後 頭 支 持 領 域 １ ０ １ を 薄 く す る と 共 に 、 側 頭 支 持 領 域 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ の  
外 縁 に マ チ Ｙ を 設 け て 側 頭 支 持 領 域 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ を 厚 く し て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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し か し な が ら 、 図 ６ の 従 来 の 枕 １ ０ ０ に お い て は 、 枕 内 の 充 填 部 材 は 、 後 頭 支 持 領 域 １ ０  
１ 、 頸 支 持 領 域 １ ０ ２ 及 び 側 頭 支 持 領 域 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ に お い て 単 層 構 造 を な し て い る 。  
こ の 結 果 、 枕 の 硬 軟 度 を 精 度 よ く 調 整 で き な い と い う 課 題 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 枕 は 、 第 １ の 充 填 部 材 内 蔵 の 枕 本 体 と 、 枕 本  
体 の 下 面 全 面 又 は 一 部 に 設 け ら れ た 第 ２ の 充 填 部 材 内 蔵 の 柱 ユ ニ ッ ト と を 具 備 し 、 枕 本 体  
は 、 後 頭 支 持 領 域 、 後 頭 支 持 領 域 の 前 方 側 に 隣 接 す る 頸 支 持 領 域 、 並 び に 後 頭 支 持 領 域 及  
び 頸 支 持 領 域 に 隣 接 す る 第 １ 、 第 ２ の 側 頭 支 持 領 域 を 有 し 、 枕 本 体 の 第 １ 、 第 ２ の 側 頭 支  
持 領 域 の 少 な く と も 前 方 側 領 域 は 柱 ユ ニ ッ ト よ り 前 方 側 へ 突 出 し て い る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 充 填 部 材 は 、 枕 本 体 の 第 １ の 充 填 部 材 と 柱 ユ ニ ッ ト の 第 ２ の 充 填 部 材 と  
で ２ 層 構 造 を な し て い る の で 、 枕 本 体 の 硬 軟 度 と 柱 ユ ニ ッ ト の 硬 軟 度 と を 組 合 せ る こ と に  
よ り 、 枕 全 体 の 後 頭 支 持 領 域 、 頸 支 持 領 域 及 び 側 頭 支 持 領 域 の 硬 軟 度 を 精 度 よ く 維 持 で き  
る よ う に し 、 こ の 結 果 、 枕 に 対 し て 被 験 者 の 自 然 の 状 態 を 精 度 よ く 維 持 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 枕 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は 上 面 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 下 面  
斜 視 図 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 枕 に お け る 寝 返 り を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 図 １ の 枕 の 場 合 、 （ Ｂ ）  
は 図 ６ の 枕 の 場 合 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 枕 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は 上 面 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 前 面  
斜 視 図 、 （ Ｃ ） は 下 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 柱 ユ ニ ッ ト の 組 立 を 説 明 す る た め の 下 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の 変 更 例 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 枕 を 示 し 、 （ Ａ ） は 上 面 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 仰 臥 状 態 の 被 験 者 の 後 頭 部 及 び 頸 部 の Ｓ 字 状 稜 線 曲 線 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ は 本 発 明 に 係 る 枕 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は 上 面 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 下 面 斜  
視 図 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に お い て 、 枕 は 、 充 填 部 材 内 蔵 の 枕 本 体 １ 及 び 枕 本 体 １ の 下 面 に 設 け ら れ た 充 填 部 材  
内 蔵 の 柱 ユ ニ ッ ト ２ よ り な る 。 こ の 場 合 、 枕 本 体 １ の 充 填 部 材 た と え ば 粒 綿 は 柱 ユ ニ ッ ト  
２ の 硬 い 充 填 部 材 た と え ば パ イ プ よ り 柔 ら か く す る こ と に よ り 、 枕 本 体 １ を 被 験 者 の Ｓ 字  
状 稜 線 曲 線 ２ ０ ３ （ 図 ７ 参 照 ） に 合 致 さ せ る よ う に す る と 共 に 枕 底 部 を 安 定 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
枕 本 体 １ は 、 後 頭 支 持 領 域 １ １ 、 後 頭 支 持 領 域 １ １ の 前 方 側 に 隣 接 す る 頸 支 持 領 域 １ ２ 、  
後 頭 支 持 領 域 １ １ 及 び 頸 支 持 領 域 １ ２ の 両 側 に 隣 接 す る 側 頭 支 持 領 域 １ ３ 、 １ ４ に よ っ て  
区 分 さ れ て い る 。 た と え ば 、 後 述 の 充 填 部 材 収 容 袋 を 調 整 す る こ と に よ り 領 域 区 分 す る 。  
こ の 場 合 で も 、 枕 本 体 １ の 充 填 部 材 は １ 層 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
柱 ユ ニ ッ ト ２ は 枕 本 体 １ の 下 面 全 体 に 設 け ら れ て い る 。 柱 ユ ニ ッ ト ２ の 充 填 部 材 は も う １  
つ の １ 層 構 造 で あ る 。 従 っ て 、 枕 全 体 は 充 填 部 材 の ２ 層 構 造 を な し て い る 。 こ の 場 合 、 た  
と え ば 枕 本 体 １ は 柱 ユ ニ ッ ト ２ よ り 厚 く さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ の 枕 に お い て は 、 枕 本 体 １ の 領 域 区 分 を 調 整 す る と 共 に 枕 本 体 １ の 充 填 部 材 と 柱 ユ ニ  
ッ ト ２ の 充 填 部 材 と を 組 合 せ る こ と に よ り 、 枕 全 体 の 硬 軟 度 を 調 整 し て 、 後 頭 支 持 領 域 １  
１ の 低 さ を 精 度 よ く 維 持 で き る よ う に し 、 他 方 、 側 頭 支 持 領 域 １ ３ 、 １ ４ の 高 さ を 精 度 よ  



10

20

30

40

50

JP 7063474 B2 2022.5.9(4)

く 維 持 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に お い て は 、 枕 全 体 は 、 上 面 視 で 前 方 側 に 凹 状 に （ “ く ” の 字 状 ） に 屈 曲 し て い る 。 こ  
れ に よ り 、 被 験 者 の 肩 と 枕 と の 接 触 が な く な る 。 す な わ ち 、 図 ２ の （ Ａ ） に 示 す ご と く 、  
被 験 者 ２ ０ ０ の 肩 と 枕 本 体 １ の 後 頭 支 持 領 域 １ ３ 、 １ ４ と の 間 に 肩 と 枕 と の 非 重 な り 部 分  
Ｚ １ が 生 じ 、 部 分 Ｚ １ に 肩 が フ ィ ッ ト す る こ と に よ り 枕 が 邪 魔 せ ず に 被 験 者 は ス ム ー ズ に  
仰 臥 位 か ら 横 臥 位 へ 左 右 に 寝 返 り す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 枕 本 体 １ の 充 填 部 材 は 柱  
ユ ニ ッ ト ２ の 充 填 部 材 よ り 硬 く て も 柔 ら か く て も よ い 。 こ れ に 対 し 、 図 ６ の 従 来 の 枕 に お  
い て は 、 図 ２ の （ Ｂ ） に 示 す ご と く 、 被 験 者 ２ ０ ０ の 肩 と 枕 と の 重 な る 部 分 Ｚ ２ が 生 じ る  
。 こ の 結 果 、 枕 の 端 が 肩 に 当 っ て 邪 魔 な た め に 、 左 右 に 寝 返 り で き ず 、 無 理 に 寝 返 り す る  
と 、 矢 印 に 示 す ご と く ア ー チ 状 の 寝 返 り と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
尚 、 柱 ユ ニ ッ ト ２ は 枕 本 体 １ の 形 状 と 一 致 す る 必 要 は な く 、 上 面 視 で 枕 本 体 １ よ り 小 さ く  
て も よ い 。 こ れ に よ り 、 柱 ユ ニ ッ ト ２ に よ っ て 枕 の 通 気 性 を 確 保 で き る 。 こ の 場 合 も 、 肩  
が 枕 本 体 １ の 下 部 の 柱 ユ ニ ッ ト ２ が 存 在 し な い 隙 間 に 入 り 込 め る の で 、 や は り 、 被 験 者 は  
ス ム ー ズ に 仰 臥 位 か ら 横 臥 位 へ 左 右 に 寝 返 り す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 柱 ユ ニ ッ ト ２ の  
形 状 は 、 種 々 の 形 状 た と え ば 丸 型 、 角 型 等 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 充 填 部 材 を 収 容 し 易 い よ う に 、 枕 本 体 １ 及 び 柱 ユ ニ ッ ト ２ は フ ァ ス ナ 付 き の 袋 状 収  
容 室 及 び 袋 状 収 容 室 に 収 容 さ れ る 充 填 部 材 を 予 め 収 容 し た 充 填 部 材 収 容 袋 に よ っ て 構 成 さ  
れ る 。 充 填 部 材 収 容 袋 は 洗 浄 で き る と 共 に 、 交 換 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ は 本 発 明 に 係 る 枕 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は 上 面 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 前 面 斜  
視 図 、 （ Ｃ ） は 下 面 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ に お い て 、 枕 は 、 充 填 部 材 内 蔵 の 枕 本 体 １ ’ 及 び 枕 本 体 １ ’ の 下 面 の 一 部 に 設 け ら れ た  
充 填 部 材 内 蔵 の 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ よ り な り 、 上 面 視 で 矩 形 を な し て い る 。 こ の 結 果 、 柱  
ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ 間 で 通 気 性 を 確 保 で き る 。 こ の 場 合 、 た と え ば 枕 本 体 １ ’ の 充 填 部 材 は 柱  
ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ の 充 填 部 材 よ り 硬 く す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
枕 本 体 １ ’ は 、 後 頭 支 持 領 域 １ １ ’ 、 後 頭 支 持 領 域 １ １ ’ の 前 方 側 に 隣 接 す る 頸 支 持 領 域 １ ２ ’  
、 後 頭 支 持 領 域 １ １ ’ 及 び 頸 支 持 領 域 １ ２ ’ の 両 側 に 隣 接 す る 側 頭 支 持 領 域 １ ３ ’ 、 １ ４ ’ に よ  
っ て 区 分 さ れ て い る 。 こ の 場 合 で も 、 枕 本 体 １ ’ の 充 填 部 材 は １ 層 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ の 充 填 部 材 は も う １ つ の １ 層 構 造 で あ る 。 従 っ て 、 枕 全 体 は 充 填 部 材  
の ２ 層 構 造 を な し て い る 。 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ は 枕 本 体 １ ’ の 側 頭 支 持 領 域 １ ３ ’ の 下 面 に 設 け ら  
れ 、 好 ま し く は 頸 支 持 領 域 １ ２ ’ の 下 面 の 一 部 に も 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 同 様 に 、 柱 ユ ニ  
ッ ト ３ ’ は 枕 本 体 １ ’ の 側 頭 支 持 領 域 １ ４ ’ の 下 面 に 設 け ら れ 、 好 ま し く は 頸 支 持 領 域 １ ２ ’ の  
下 面 の 一 部 に も 設 け ら れ て い る 。 特 に 、 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ が 枕 本 体 １ ’ の 頸 支 持 領 域 １ ２ ’  
の 下 面 の 一 部 に 延 在 す る と 、 仰 臥 位 の 被 験 者 の 頸 部 と 枕 と の 隙 間 を 小 さ く で き る の で 、 頸  
部 を 安 定 的 に 支 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ の 枕 に お い て も 、 枕 本 体 １ ’ の 充 填 部 材 と 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ の 充 填 部 材 と を 組 合 せ る  
こ と に よ り 、 枕 全 体 の 硬 軟 度 を 調 整 し て 、 後 頭 支 持 領 域 １ １ ’ の 低 さ を 精 度 よ く 維 持 で き る  
よ う に し 、 他 方 、 側 頭 支 持 領 域 １ ３ ’ 、 １ ４ ’ の 高 さ を 精 度 よ く 維 持 で き る よ う に す る 。 た  
と え ば 、 枕 本 体 １ ’ の 充 填 部 材 を 硬 い 材 料 た と え ば 硬 ウ レ タ ン チ ッ プ 又 は ビ ー ズ で 構 成 し 、  
柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ の 充 填 部 材 を 柔 ら か い 材 料 た と え ば 軟 ウ レ タ ン チ ッ プ 又 は ビ ー ズ を 構  
成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ４ は 図 ３ の 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ の 組 立 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ は 、 枕 本 体 １ ’ の 下 面 の 一 部 に 設 け ら れ 、 フ ァ ス ナ ２ １  
ａ に よ っ て 開 閉 さ れ る 袋 状 収 納 室 ２ １ と 、 袋 状 収 納 室 ２ １ に 収 納 さ れ 、 予 め 充 填 部 材 が 収  
容 さ れ た 充 填 部 材 収 容 袋 ２ ２ と を 有 す る 。 こ の 場 合 、 被 験 者 は 袋 状 収 納 室 ２ １ 内 の 充 填 部  
材 収 容 袋 ２ ２ を 取 替 え る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 図 ４ の （ Ａ ） に 示 す ご と く 、 フ ァ ス ナ  
２ １ ａ を 開 け て 新 た な 充 填 部 材 収 容 袋 ２ ２ を 袋 状 収 納 室 ２ １ に 挿 入 後 、 図 ４ の （ Ｂ ） に 示  
す ご と く 、 フ ァ ス ナ ２ １ ａ を 閉 じ る こ と に よ り 取 替 え る こ と が で き る 。 柱 ユ ニ ッ ト ３ ’ 及 び  
枕 本 体 １ ’ も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
尚 、 図 ３ に お け る 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ の 形 状 は 任 意 の 形 状 、 た と え ば 、 図 ５ の （ Ａ ） に 示  
す ご と く 、 三 角 形 の 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ で も よ く 、 図 ５ の （ Ｂ ） に 示 す ご と く 、 丸 形 の 柱  
ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ 、 ４ ’ 、 ５ ’ で も よ く 、 図 ５ の （ Ｃ ） に 示 す ご と く 、 四 角 形 の 柱 ユ ニ ッ ト ２  
’ 、 ３ ’ 、 ４ ’ 、 ５ ’ 、 ６ ’ 、 ７ ’ で も よ い 。 ま た 、 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ の 数 は ３ 以 上 、 た と え ば  
、 図 ５ の （ Ｂ ） に 示 す ご と く 、 ４ 、 ま た は 、 図 ５ の （ Ｃ ） に 示 す ご と く 、 ６ に す る こ と が  
で き る 。 こ の 場 合 、 各 柱 ユ ニ ッ ト 毎 に 充 填 部 材 の 硬 軟 度 を 独 立 に 調 整 で き る 。 こ の 結 果 、  
枕 全 体 の 硬 軟 度 を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 充 填 部 材 を 収 容 し 易 い よ う に 、 枕 本 体 １ ’ 及 び 柱 ユ ニ ッ ト ２ ’ 、 ３ ’ も フ ァ ス ナ 付 き の  
袋 状 収 容 室 及 び 袋 状 収 容 室 に 収 容 さ れ る 充 填 部 材 を 予 め 収 容 し た 充 填 部 材 収 容 袋 に よ っ て  
構 成 さ れ る 。 充 填 部 材 収 容 袋 は 洗 浄 で き る と 共 に 、 交 換 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 上 述 の 枕 本 体 及 び 柱 ユ ニ ッ ト の 代 り に 、 枕 本 体 と 枕 本 体 の 下 部 の 一 部 に 設 け ら れ  
た 柱 ユ ニ ッ ト と を 充 填 部 材 を 導 入 し て 縫 製 に よ り 一 体 的 に 構 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 も 、  
充 填 部 材 は 枕 本 体 の 充 填 部 材 と 柱 ユ ニ ッ ト の 充 填 部 材 と の ２ 層 構 造 と な り 、 こ の 結 果 、 枕  
に 対 し て 被 験 者 の 自 然 の 状 態 に 精 度 よ く 維 持 で き る 。 尚 、 枕 本 体 と 柱 ユ ニ ッ ト と の 間 に 仕  
切 を 設 け な く て も 設 け て も よ い 。 仕 切 を 設 け た 場 合 に は 、 枕 本 体 の 充 填 部 材 と 柱 ユ ニ ッ ト  
の 充 填 部 材 と を 相 異 な ら せ る こ と も で き る 。 ま た 、 枕 本 体 は 、 上 面 視 で 、 矩 形 で も よ く 、  
前 方 側 に 凹 状 （ “ く ” の 字 状 ） に 屈 曲 し て も よ い 。 さ ら に 、 柱 ユ ニ ッ ト は 単 数 で も よ く 、 複  
数 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 枕 本 体 に 縫 合 箇 所 及 び マ チ を 設 け る 必 要 は な い が 、  
縫 合 箇 所 及 び ／ 又 は マ チ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 上 述 の 実 施 の 形 態 の 自 明 の 範 囲 の い か な る 変 更 に も 適 用 し 得 る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ 、 １ ’ ： 枕 本 体
１ １ 、 １ １ ’ ： 後 頭 支 持 領 域
１ ２ 、 １ ２ ’ ： 頸 支 持 領 域
１ ３ 、 １ ４ 、 １ ３ ’ 、 １ ４ ’ ： 側 頭 支 持 領 域
２ 、 ２ ’ 、 ３ ’ 、 ４ ’ 、 ５ ’ 、 ６ ’ ： 柱 ユ ニ ッ ト
２ １ ： 袋 状 収 納 室
２ １ ａ ： フ ァ ス ナ
２ ２ ： 充 填 部 材 収 容 袋
１ ０ ０ ： 枕
１ ０ １ ： 後 頭 支 持 領 域
１ ０ ２ ： 頸 支 持 領 域
１ ０ ３ 、 １ ０ ４ ： 側 頭 支 持 領 域
２ ０ ０ ： 被 験 者
２ ０ １ ： 後 頭 部
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２ ０ ２ ： 頸 部
３ ０ ０ ： マ ッ ト レ ス
Ｘ ： 縫 合 箇 所
Ｙ ： マ チ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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